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　野口先生と中川先生は，以前より新
しい切り口で斬新な書籍をうみ出す，
アイデア抜群の名コンビである．今回
も期待に違わず，実にみごとに全身疾
患のマネジメントを「歯科治療総合医
療管理料（以下：医管と略す）」とい
う新しいナイフで切り取り，わかりや
すく解説されている．大変ユニークな
発想ながらもオーソドックスな良書が
出版された．
　「医管」という点数は，全身疾患を
もつ歯科の患者に対して，医科の主治
医との連携によりさまざまな情報を得
たうえで全身管理下に歯科治療を行っ
た場合に算定できる．つまり歯科治療
中のモニタリングが明確に保健医療の
なかに位置づけられたわけである．こ
れは今までにない画期的な制度であ
る．しかし，算定要件や施設認定の問
題からか「医管」の普及は芳しくない
と著者らは嘆いている．この制度の背
景には，世界に例を見ない速度で超高
齢社会に向かっている日本の追い詰め
られた状況がある．高齢者は生理的機
能の低下，低栄養・免疫機能低下，臓
器障害の顕著化を要因として，多くの
疾患を同時に保有する．私たちの診療
室内が多病の高齢者だらけになる光景
は，間近に迫っているのである．その
ようななかで私たちの高齢者に関す

る，あるいは全身疾患管理に関する知
識や技術は万全なのであろうか．「医
管」を算定するにふさわしい歯科医師
であろうか．
　著者は「医管」という保険点数が各
診療室でたくさん算定されるようにな
ることを切に望んでいる．なぜなら
ば，「医管」算定の増加に伴い，全身
疾患を管理しながら歯科治療を行うこ
とのできる歯科医師が確実に増加する
ことに繋がるからである．全身疾患を
理解し，血液・尿検査値を読み取り，
モニタを見ながら全身状態を把握し，
さらに緊急事態発生となっても対応で
きるような歯科医師を社会が望んでい
る．このことを 2 人の名コンビはよ
く心得ているのである．
　本書の内容は，1章が「医管」算定
のための施設基準の解説，照会状の書
き方と医科からの情報提供書の理解，
バイタルサインの測定法とモニタ機器
の使い方が示されている．特に，医科
への照会状は慣れないと厄介なもので
ある．ここでは実例を挙げて，適切な
照会状の書き方が起承転結を意識する
ようにと指導している．2章は「医管」
対象の 15 疾患が詳しく記述されてい
る．疾患の解説や歯科治療での問題点
と対処法とともに，「問診と診察で把
握すること」「情報提供書で把握する

こと」が明確に記載されている．読者
はこれらをチェック項目とすることに
より，もれなく情報を把握できる．さ
らに，すべての疾患に「照会状の記載
事項」「診療録の記載事項」が載って
おり，「医管」算定時に手本となる記
載事項となる．すべて豊富な図表とと
もに示されているため，大変理解しや
すいと感ずる読者が多いであろう．3
章は歯科治療時の偶発症である血管迷
走神経反射，過換気症候群などの実際
の臨床で頻度の高いものを解説してい
る点もありがたい．
　本書を読み終わると，著者たちが臨
床の最前線で長い間活躍してきたこと
がよくわかる．臨床医が最も必要とす
ることを簡潔かつ的確に記述されてい
る点は他書と一線を画している．口腔
も全身の一つである．私たち歯科医師
はもっと全身疾患を知らなければ歯科
医療を安全に行うことはできないはず
である．そのためには医科と歯科の連
携は必須であり，「医管」は今後の歯
科医療のターニングポイントとなる可
能性が高い．
　名コンビの 2 人が，未来の歯科医
療を切り開く志のある歯科医師のため
に素晴らしい著書を発行してくれた．
ぜひ，診療室で有効活用していただき
たい．
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